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(57)【要約】
【課題】　エンジン停止までの時間を充分に把握でき、
アイドリングストップ機能に関するエンジン動作を、簡
単な操作により状況に合わせる。
【解決手段】　油圧ショベル１は、操作レバー装置１４
と、ロック位置とロック解除位置とを切換えるロックレ
バー１５と、ロックレバー１５がロック位置にあるか否
かを検出するロックスイッチ１６と、エンジン１０の作
動を自動的に停止させるアイドリングストップ機能を有
するコントローラ２６と、を含んで構成されている。コ
ントローラ２６は、予め設定され記憶されたアイドリン
グストップ設定時間に対し、ロックスイッチ１６による
ロックレバー１５のロック位置の継続時間を演算する。
また、コントローラ２６は、演算された継続時間に基づ
き、アイドリングストップ機能が作動するまでのアイド
リングストップ残時間を表示装置２８に表示する。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンと、
　前記エンジンにより駆動される油圧ポンプと、
　前記油圧ポンプからの圧油により作動する油圧アクチュエータと、
　前記油圧アクチュエータを作動させる操作信号を出力する操作レバー装置と、
　前記操作レバー装置の操作に応じた操作信号の出力を禁止するロック位置と操作信号の
出力を許容する解除位置とに切換えられるロックレバーと、
　前記ロックレバーが前記ロック位置にあるか否かを検出するロック状態検出器と、
　前記ロックレバーが前記ロック位置にある状態が一定時間経過したときに前記エンジン
の作動を自動的に停止させるアイドリングストップ機能を有するコントローラと、を備え
た作業機械において、
　前記コントローラには、予め設定され記憶されたアイドリングストップ設定時間に対し
、前記ロック状態検出器による前記ロックレバーの前記ロック位置の継続時間を演算する
継続時間演算部が設けられており、
　前記コントローラの前記継続時間演算部によって演算された継続時間に基づき、前記ア
イドリングストップ機能が作動するまでのアイドリングストップ残時間を表示する表示装
置を備えていることを特徴とする作業機械。
【請求項２】
　前記アイドリングストップ残時間を任意に増減する残時間入力器をさらに備えることを
特徴とする請求項１に記載の作業機械。
【請求項３】
　前記コントローラは、前記エンジンが停止した後に車体全体の電源をシャットダウンさ
せるまでのシャットダウン残時間を前記表示装置に表示するシャットダウン残時間表示機
能をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の作業機械。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アイドリングストップ機能を備えた作業機械に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、油圧ショベルのような作業機械は、エンジンと、エンジンによって駆動する油
圧ポンプと、油圧ポンプからの圧油により作動する油圧アクチュエータと、油圧アクチュ
エータを作動させる操作信号を出力する操作レバー装置と、操作レバー装置の操作に応じ
た操作信号の出力を禁止するロック位置と操作信号の出力を許容する解除位置とに切換え
られるロックレバーと、を備えている。
【０００３】
　ところで、このような作業機械では、ロックレバーがロック位置にある状態が一定時間
経過したときにエンジンの作動を停止させるアイドリングストップ機能を備えたものが知
られている（例えば、特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２９５１１５５号公報
【特許文献２】特開２００４－３００９４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１，２に記載された作業機械は、エンジン停止までの時間を予め設定する方法
である為、その設定時間を変更したい場合は、その都度、モニタ画面操作等を行い再設定
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する必要があった。また、設定時間が経過する前にエンジンを停止させたい場合は、エン
ジンスタートキーをＯＦＦにし、エンジン再始動の際には、再度エンジンスタートキーを
ＯＮにする必要があった。一方、アイドリングストップ機能作動中にエンジンを停止させ
たくない場合は、一旦、ロックレバーを解除位置にして、設定時間をリセット（延長）す
る必要があった。
【０００６】
　以上のように、従来の作業機械では、オペレータがアイドリングストップまでの残時間
を充分に把握できず、残時間を変更する場合、その設定方法や操作方法が煩わしいという
問題がある。
【０００７】
　本発明は上述した従来技術の問題に鑑みなされたもので、本発明の目的は、アイドリン
グストップまでの残時間を充分に把握でき、簡単な操作で状況に応じ残時間を変更するこ
とができる作業機械を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明は、エンジンと、前記エンジンにより駆動され
る油圧ポンプと、前記油圧ポンプからの圧油により作動する油圧アクチュエータと、前記
油圧アクチュエータを作動させる操作信号を出力する操作レバー装置と、前記操作レバー
装置の操作に応じた操作信号の出力を禁止するロック位置と操作信号の出力を許容する解
除位置とに切換えられるロックレバーと、前記ロックレバーが前記ロック位置にあるか否
かを検出するロック状態検出器と、前記ロックレバーが前記ロック位置にある状態が一定
時間経過したときに前記エンジンの作動を自動的に停止させるアイドリングストップ機能
を有するコントローラと、を備えた作業機械において、前記コントローラには、予め設定
され記憶されたアイドリングストップ設定時間に対し、前記ロック状態検出器による前記
ロックレバーの前記ロック位置の継続時間を演算する継続時間演算部が設けられており、
前記コントローラの前記継続時間演算部によって演算された継続時間に基づき、前記アイ
ドリングストップ機能が作動するまでのアイドリングストップ残時間を表示する表示装置
を備えていることにある。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、アイドリングストップまでの残時間を充分に把握でき、簡単な操作で
状況に応じ残時間を変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施の形態による油圧ショベルを示す正面図である。
【図２】キャブの内部を示す一部破断の外観斜視図である。
【図３】キャブの内部を後方から示す斜視図である。
【図４】油圧ポンプを含む油圧システムとコントローラを含む電気制御システムとを示す
システム構成図である。
【図５】アイドリングストップ残時間を表示する表示装置の画面説明図である。
【図６】シャットダウン残時間を表示する表示装置の画面説明図である。
【図７】図３中の入力装置を示す平面図である。
【図８】コントローラによるアイドリングストップ残時間を表示するか否かを判定する処
理を示す流れ図である。
【図９】コントローラによる残時間表示処理を示す流れ図である。
【図１０】コントローラによるシステムシャットダウン制御処理を示す流れ図である。
【図１１】電磁パイロット式の方向制御弁を備えた変形例によるシステム構成図である。
【図１２】変形例によるアイドリングストップ残時間を表示する表示装置の画面説明図で
ある。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　以下、本発明に係る作業機械の実施の形態を、油圧ショベルを例に挙げ、添付図面を参
照しつつ詳細に説明する。
【００１２】
　図１ないし図１０は本発明の実施の形態を示している。図１において、作業機械の代表
例である油圧ショベル１は、自走可能なクローラ式の下部走行体２と、下部走行体２上に
設けられた旋回輪３と、旋回輪３を介して下部走行体２上に旋回可能に搭載され下部走行
体２と共に車体を構成する上部旋回体４と、上部旋回体４の前側に俯仰動可能に取付けら
れ土砂の掘削作業等を行う作業装置５とを含んで構成されている。
【００１３】
　下部走行体２は、トラックフレーム２Ａと、トラックフレーム２Ａの左，右両側に設け
られた駆動輪２Ｂと、トラックフレーム２Ａの左，右両側で駆動輪２Ｂと前，後方向の反
対側に設けられた遊動輪２Ｃと、駆動輪２Ｂと遊動輪２Ｃに巻回された履帯２Ｄ（いずれ
も左側のみ図示）とにより構成されている。この左，右の駆動輪２Ｂは、油圧アクチュエ
ータとしての左，右の走行油圧モータ２Ｅ（左側のみ図示）によって回転駆動される。
【００１４】
　旋回輪３は、下部走行体２上に設けられ、油圧アクチュエータとしての旋回油圧モータ
３Ａが噛合している。この油圧モータ３Ａは、上部旋回体４を下部走行体２に対して旋回
させるものである。
【００１５】
　作業装置５は、上部旋回体４の旋回フレーム６の前側に俯仰動可能に取付けられたブー
ム５Ａと、該ブーム５Ａの先端部に俯仰動可能に取付けられたアーム５Ｂと、アーム５Ｂ
の先端部に回動可能に取付けられたバケット５Ｃと、これらを駆動する油圧シリンダ（油
圧アクチュエータ）からなるブームシリンダ５Ｄ、アームシリンダ５Ｅ、バケットシリン
ダ５Ｆとにより構成されている。
【００１６】
　旋回フレーム６は、上部旋回体４のベースとなるもので、強固な支持構造体を構成して
いる。この旋回フレーム６は、旋回輪３を介して下部走行体２上に旋回可能に搭載されて
いる。また、旋回フレーム６の後端部には、作業装置５との重量バランスをとるカウンタ
ウエイト７が設けられている。
【００１７】
　キャブ８は、旋回フレーム６の左前側に設けられている。キャブ８内には、オペレータ
（操作者）が着座する運転席９が設けられている。キャブ８は、運転席９の周囲を取囲む
ボックス状に形成されている。キャブ８の左側面には、開閉可能なドア８Ａが設けられ、
オペレータは、ドア８Ａを開いてキャブ８に乗降する構成となっている。ここで、運転席
９の周囲には、後述の操作レバー装置１４、ロックレバー１５、入力装置２７等が配設さ
れている。
【００１８】
　エンジン１０は、カウンタウエイト７よりも前側に位置して旋回フレーム６の後側に設
けられている。エンジン１０は、クランク軸（図示せず）が左，右方向に延びる横置き状
態となって旋回フレーム６上に搭載されている。このエンジン１０は、例えばディーゼル
エンジン（内燃機関）を用いて構成され、油圧ポンプ１２を回転駆動する駆動源を構成し
ている。エンジン１０の出力側には、アシスト発電モータ１１と油圧ポンプ１２が機械的
に接続されている（図４参照）。
【００１９】
　アシスト発電モータ１１は、電動機を構成し、エンジン１０と油圧ポンプ１２とに機械
的に接続されている。このアシスト発電モータ１１は、例えば永久磁石式の同期電動機に
よって構成されている。アシスト発電モータ１１は、エンジン１０によって回転駆動され
ることにより発電を行い、または電力が供給されることによりエンジン１０の駆動を補助
（アシスト）するものである。即ち、アシスト発電モータ１１は、エンジン１０によって
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回転駆動されることにより発電を行う作用（発電機作用）と、電動機としてエンジン１０
の駆動を補助する作用（電動機作用）とを有するものである。
【００２０】
　油圧ポンプ１２は、アシスト発電モータ１１を介してエンジン１０に取付けられ、エン
ジン１０により回転駆動される。この油圧ポンプ１２は、作動油タンク１３とともに油圧
源を構成するものである。油圧ポンプ１２は、例えば可変容量型の斜板式、斜軸式または
ラジアルピストン式油圧ポンプ等によって構成され、作動油タンク１３内から作動油を吸
込みつつ、この作動油を高圧な圧油として吐出する。油圧ポンプ１２から吐出された圧油
は、後述の方向制御弁２１を介して後述の油圧アクチュエータ１８に供給される。即ち、
油圧アクチュエータ１８は、油圧ポンプ１２からの圧油により作動される。
【００２１】
　操作レバー装置１４は、運転席９の前側に配置された走行用操作レバー・ペダル１４Ａ
と、運転席９の左，右両側に配置された左，右の作業用操作レバー１４Ｂとを含んで構成
されている。走行用操作レバー・ペダル１４Ａは、走行油圧モータ２Ｅの動作を制御する
ときに操作される。一方、作業用操作レバー１４Ｂは、旋回油圧モータ３Ａおよび作業装
置５の各シリンダ５Ｄ，５Ｅ，５Ｆの動作を制御するときに操作される。オペレータは、
この操作レバー装置１４を操作することにより、方向制御弁２１の弁位置を切換え、油圧
ポンプ１２から油圧アクチュエータ１８に向けて吐出する圧油の方向を制御する。即ち、
操作レバー装置１４は、油圧アクチュエータ１８を作動させる操作信号を出力するもので
ある。これにより、操作レバー装置１４は、油圧ショベル１の走行動作、旋回動作、掘削
動作等を操作するものである。
【００２２】
　ロックレバー１５は、運転席９の左側で、キャブ８のドア８Ａ側に設けられている。ロ
ックレバー１５は、オペレータの操作により、操作レバー装置１４の操作に応じた操作信
号の出力を禁止するロック位置（上げ位置）と操作信号の出力を許容するロック解除位置
（下げ位置）とに切換えられる。即ち、ロックレバー１５をロック位置としたときには、
後述する方向制御弁２１へのパイロット圧の供給が禁止され、ロックレバー１５をロック
解除位置としたときには、方向制御弁２１へのパイロット圧の供給が許可される。
【００２３】
　ロックスイッチ１６は、ロック状態検出器として、ロックレバー１５の近傍に設けられ
ている。ロックスイッチ１６は、例えばロックレバー１５の操作に連動する機械的なスイ
ッチにより構成され、ロックレバー１５がロック位置にあるか否かを検出するものである
。図４に示すように、ロックスイッチ１６は、後述のコントローラ２６に接続されている
。コントローラ２６は、ロックスイッチ１６の検出信号（ＯＮ／ＯＦＦ信号）に基づいて
、ロックレバー１５がロック位置であるかロック解除位置であるかを判定することができ
る。
【００２４】
　ここで、油圧ショベル１には、油圧ポンプ１２を含む油圧システムと後述するコントロ
ーラ２６を含む電気制御システムとが搭載されている。以下、油圧ショベル１のシステム
構成について図４を参照して説明する。
【００２５】
　油圧ポンプ１２は、作動油タンク１３と共に油圧源を構成し、パイロットポンプ１７は
、作動油タンク１３と共にパイロット油圧源を構成している。油圧ポンプ１２とパイロッ
トポンプ１７は、エンジン１０によって駆動される。
【００２６】
　油圧アクチュエータ１８は、油圧ポンプ１２および作動油タンク１３からなる油圧源に
、主管路１９，２０を介して接続されている。この場合、油圧アクチュエータ１８は、走
行油圧モータ２Ｅ、旋回油圧モータ３Ａ、ブームシリンダ５Ｄ、アームシリンダ５Ｅ、バ
ケットシリンダ５Ｆを含んで構成されている。主管路１９，２０の途中には、例えば６ポ
ート３位置の油圧パイロット式の方向制御弁２１が設けられている。この場合、方向制御
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弁２１は、油圧アクチュエータ１８を構成する走行油圧モータ２Ｅ、旋回油圧モータ３Ａ
、ブームシリンダ５Ｄ、アームシリンダ５Ｅ、バケットシリンダ５Ｆに対し、それぞれ個
別に設けられるものである。
【００２７】
　ここで、方向制御弁２１は油圧パイロット部２１Ａ，２１Ｂを有し、各油圧パイロット
部２１Ａ，２１Ｂにパイロット圧が供給されないときには、方向制御弁２１は中立位置（
ａ）を保持し、油圧ポンプ１２から吐出した圧油を作動油タンク１３に排出する。一方、
油圧パイロット部２１Ａまたは２１Ｂにパイロット圧が供給されたときには、方向制御弁
２１は切換位置（ｂ）または（ｃ）に切換えられる。これにより、油圧ポンプ１２からの
圧油が主管路１９，２０を介して油圧アクチュエータ１８に供給され、油圧アクチュエー
タ１８が作動する。
【００２８】
　パイロット管路２２の途中には、パイロットポンプ１７と操作レバー装置１４との間に
位置して遮断弁２３が設けられている。遮断弁２３は、電磁パイロット部２３Ａを有する
３ポート２位置の電磁弁からなり、パイロット管路２２を遮断する遮断位置（ｄ）と連通
させる連通位置（ｅ）とに切換えられる。
【００２９】
　遮断弁２３は、ロックレバー１５がロック位置にあるときには遮断位置（ｄ）を保持す
る。この場合には、操作レバー装置１４に対する操作に拘らず、方向制御弁２１の各油圧
パイロット部２１Ａ，２１Ｂに対するパイロット圧の供給が禁止され、油圧アクチュエー
タ１８は非作動状態となる。一方、ロックレバー１５がロック解除位置に切換えられたと
きには、コントローラ２６からの信号が電磁パイロット部２３Ａに供給されることにより
、遮断弁２３は連通位置（ｅ）に切換えられる。この場合には、操作レバー装置１４に対
する操作に応じて、方向制御弁２１の各油圧パイロット部２１Ａ，２１Ｂにパイロット圧
が供給され、油圧アクチュエータ１８は作動状態となる。
【００３０】
　主管路１９（２０）の途中には、油圧ポンプ１２と方向制御弁２１との間に位置してメ
インリリーフ弁２４が設けられ、パイロット管路２２の途中には、パイロットポンプ１７
と遮断弁２３との間に位置してパイロットリリーフ弁２５が設けられている。メインリリ
ーフ弁２４は、油圧ポンプ１２からの吐出圧が設定圧を超えたときに開弁し、過剰圧を作
動油タンク１３側にリリーフさせる。一方、パイロットリリーフ弁２５は、パイロットポ
ンプ１７からの吐出圧が設定圧を超えたときに開弁し、パイロット管路２２内のパイロッ
ト圧を一定に維持し、操作レバー装置１４で減圧された操作圧が操作信号として油圧パイ
ロット部２１Ａ，２１Ｂに供給される。
【００３１】
　コントローラ２６は、例えばキャブ８内に設けられ、エンジン１０、ロックスイッチ１
６、遮断弁２３、後述の入力装置２７および表示装置２８等に接続されている。このコン
トローラ２６は、例えばマイクロコンピュータ等により構成され、エンジン１０、遮断弁
２３、表示装置２８等に対する制御指令を生成し、各種の制御機能（手段）を実行する。
具体的には、例えば、コントローラ２６は、エンジン１０の回転数制御、遮断弁２３の駆
動制御、表示装置２８の画面切替制御、エンジン１０の作動を自動的に停止させるオート
アイドリングストップ（Ａ／Ｓ）制御、自動的にエンジン回転数をアイドル回転数まで下
げるオートアイドリング（Ａ／Ｉ）制御等を行う。
【００３２】
　入力装置２７は、キャブ８内に位置して、運転席９の右側に設けられている。この入力
装置２７は、図７に示すように、モニタ入力器２７Ａ、オートアイドリング設定スイッチ
２７Ｂ、エンジン制御ダイヤル２７Ｃ、キースイッチ２７Ｄを含んで構成されている。オ
ペレータは、この入力装置２７を操作することにより、例えば、オートアイドリングスト
ップ制御のＯＮ／ＯＦＦ、オートアイドリング制御のＯＮ／ＯＦＦ、走行モード、ラジオ
設定、空調装置（エアコン）設定等の油圧ショベル１の各種の機能設定を行うことができ
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る。
【００３３】
　モニタ入力器２７Ａは、入力装置２７の右前端部に位置して、回転可能かつ押圧可能な
ダイヤルによって構成されている。このモニタ入力器２７Ａは、オートアイドリングスト
ップ制御の表示画面において、ダイヤルの回転動作に応じて、表示装置２８に表示される
後述のアイドリングストップ残時間を任意に増減するものである。即ち、残時間入力器と
してのモニタ入力器２７Ａを操作することにより、アイドリングストップ残時間を増加も
しくは減少させて、エンジン停止までの時間を任意に増減させることができる。
【００３４】
　オートアイドリング設定スイッチ２７Ｂは、入力装置２７の右下端部に位置して、選択
可能なスイッチによって構成されている。このオートアイドリング設定スイッチ２７Ｂは
、コントローラ２６によるオートアイドリング制御のＯＮ／ＯＦＦを切換えるものである
。
【００３５】
　エンジン制御ダイヤル２７Ｃは、入力装置２７のモニタ入力器２７Ａとオートアイドリ
ング設定スイッチ２７Ｂとの間に位置して、回転可能なダイヤルによって構成されている
。このエンジン制御ダイヤル２７Ｃは、エンジン回転数入力手段として、ダイヤルの回転
位置に応じてエンジン１０の目標回転数を所定の範囲内（例えば８００ｒｐｍ～１８００
ｒｐｍ）で設定するものである。
【００３６】
　キースイッチ２７Ｄは、入力装置２７の左側に位置して設けられている。このキースイ
ッチ２７Ｄは、エンジンキー（図示せず）を用いて、油圧ショベル１の電気系統のＯＮ／
ＯＦＦ、エンジン１０の始動、停止等を操作するものである。
【００３７】
　表示装置２８は、キャブ８内に位置して運転席９の前方に設けられている。この表示装
置２８は、例えば液晶モニタにより構成され、オペレータに対して運転状況を表示するも
のである。表示装置２８は、コントローラ２６に接続され、コントローラ２６からの指令
に応じた画面が表示される。例えば、表示装置２８には、燃料の残量、エンジン冷却水の
水温、稼動時間、車内温度等のように車体に関する各種の情報が表示される。オートアイ
ドリングストップ制御においては、表示装置２８に、図５に示すように、アイドリングス
トップ機能が作動するまでのアイドリングストップ残時間、あるいは図６に示すように、
油圧ショベル１の車体全体の電気系統をシャットダウンさせるまでのシャットダウン残時
間が表示される。
【００３８】
　この場合、アイドリングストップ残時間とは、数１式に示すように、アイドリングスト
ップ設定時間からロックレバー１５がロック位置にある継続時間を減算した時間のことを
いう。ここで、アイドリングストップ設定時間とは、ロックレバー１５をロック位置にし
てからエンジン１０を停止させるまでの時間を指し、オペレータによって予めコントロー
ラ２６に設定・記憶されている。本実施の形態では、図５に示すように、例えば、アイド
リングストップ設定時間を３０秒（０．５min）に設定した。
【００３９】
【数１】

【００４０】
　さらに、シャットダウン残時間とは、シャットダウン設定時間からオートアアイドリン
グストップ制御によりエンジン１０が停止している継続時間を減算した時間のことをいう
。ここで、シャットダウン設定時間とは、オートアイドリングストップ制御によるエンジ
ン停止からシャットダウン（電気系統を自動的にＯＦＦ）させるまでの時間を指し、オペ
レータによってコントローラ２６に予め設定・記憶されている。本実施の形態では、図６
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に示すように、例えば、シャットダウン設定時間を１０分（１０min）に設定した。
【００４１】
　バッテリ２９は、エンジン１０を含む電気機器の電源となるものである。具体的には、
バッテリ２９は、エンジン１０を駆動（運転）するための電気機器、コントローラ２６、
入力装置２７、表示装置２８等の電源となるものである。このバッテリ２９は、例えば電
荷を蓄える蓄電装置として一般的な鉛蓄電池が用いられている。
【００４２】
　本実施の形態による油圧ショベル１は、上述の如き構成を有するもので、次に、その動
作について説明する。
【００４３】
　まず、オペレータは、キャブ８に搭乗して運転席９に着座し、ロックレバー１５をロッ
ク位置に固定した状態で、キースイッチ２７ＤをＳＴＡＲＴ位置に回動させる。これによ
り、エンジン１０に燃料が供給され、エンジン１０が始動する。そして、エンジン回転数
が所定の回転数（例えば、アイドル回転数）以上となり、エンジン始動完了状態になった
ら、オペレータは、ロックレバー１５をロック位置からロック解除位置に切り換える。こ
の状態で、オペレータが操作レバー装置１４の走行用操作レバー・ペダル１４Ａを操作す
ると、方向制御弁２１を通じて油圧ポンプ１２からの圧油が下部走行体２の走行油圧モー
タ２Ｅに供給され、油圧ショベル１は前進、後退等のような走行動作を行う。また、オペ
レータが操作レバー装置１４の作業用操作レバー１４Ｂを操作すると、方向制御弁２１を
通じて油圧ポンプ１２からの圧油が旋回油圧モータ３Ａや油圧シリンダ５Ｄ～５Ｆに供給
され、油圧ショベル１は旋回動作や作業装置５の俯仰動による掘削動作等を行う。
【００４４】
　次に、図８ないし図１０を用いて、コントローラ２６により実行されるオートアイドリ
ングストップ制御処理およびシステムシャットダウン制御処理について説明する。なお、
オートアイドリングストップ制御処理およびシステムシャットダウン制御処理は、コント
ローラ２６が駆動している間、所定の制御周期で繰り返し実行される。最初に、図８を用
いて、コントローラ２６によるアイドリングストップ残時間を表示するか否かを判定する
処理を説明する。
【００４５】
　まず、ステップ１では、ロックレバー１５がロック位置にあるか否かを判定する。この
場合、コントローラ２６は、ロックスイッチ１６の検出信号（ＯＮ／ＯＦＦ信号）に基づ
いて、ロックレバー１５がロック位置であるかロック解除位置であるかを判定することが
できる。
【００４６】
　ステップ１で「ＮＯ」と判定した場合は、ロックレバー１５がロック位置になくロック
解除位置にあるので、油圧ショベル１の操作があると判断し、アイドリングストップ残時
間を表示するか否かを判定する処理を終了する。
【００４７】
　一方、ステップ１で「ＹＥＳ」と判定した場合は、ロックレバー１５がロック位置にあ
るので、油圧ショベル１の操作がないと判断し、ステップ２に進む。ステップ２では、コ
ントローラ２６は、表示装置２８の画面をメイン画面に切替える。即ち、図５に示すよう
に、オペレータがロックレバー１５をロック位置にすると、表示装置２８の画面下部には
、エンジン停止までのアイドリングストップ残時間が、横方向に延びる棒グラフ状のバー
表示２８Ａとして表示される。本実施の例では、バー表示２８Ａの最大値はアイドリング
ストップ設定時間の０．５min、バー表示２８Ａの最小値は０（零）となり、バー表示２
８Ａの黒色部分が、アイドリングストップ残時間を示している。
【００４８】
　続くステップ３では、コントローラ２６は、図９に示すアイドリングストップ残時間表
示処理を実行する。
【００４９】
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　次に、図９を用いて、コントローラ２６により実行されるアイドリングストップ残時間
表示処理について説明する。
【００５０】
　まず、ステップ１１では、残時間入力器としてのモニタ入力器２７Ａが操作されたか否
かを判定する。この場合、コントローラ２６は、モニタ入力器２７Ａが操作されることに
よって、アイドリングストップ残時間が増減されたか否かを判定する。
【００５１】
　ステップ１１で「ＹＥＳ」と判定した場合は、残時間の変更操作がされているので、ス
テップ１２に進む。ステップ１２では、コントローラ２６はアイドリングストップ残時間
を再計算する。具体的には、コントローラ２６は、モニタ入力器２７Ａを操作することに
よりアイドリングストップ残時間が増加された場合は、アイドリングストップ残時間にモ
ニタ入力器２７Ａにより指令された時間を加える演算を行う。また、モニタ入力器２７Ａ
を操作することによりアイドリングストップ残時間が減少された場合は、アイドリングス
トップ残時間にモニタ入力器２７Ａにより指令された時間を減算する演算を行う。このよ
うに、モニタ入力器２７Ａが操作された場合には、アイドリングストップ残時間を再設定
（変更）した後、ステップ１３に進む。
【００５２】
　一方、ステップ１１で「ＮＯ」と判定した場合は、残時間の変更操作がされていないの
で、ステップ１３に進む。ステップ１３では、コントローラ２６は、アイドリングストッ
プ残時間を演算する。即ち、コントローラ２６は、ロックレバー１５がロック位置にある
状態が一定時間経過して、アイドリングストップ残時間が０になるまでカウントダウンす
る演算処理をおこなう。なお、オペレータが、カウントダウン中に表示装置２８の画面を
切換えてラジオや空調装置等の各種設定を行う場合は、カウントダウンは中止される。即
ち、表示装置２８が、図５に示すメイン画面以外の画面（ラジオ、空調装置の設定画面等
）を表示している間は、カウントダウンは中断（一時停止）され、再度メイン画面に戻っ
たときに、カウントダウンが再開される。
【００５３】
　続くステップ１４では、コントローラ２６は、エンジンスローダウン制御を行う。即ち
、コントローラ２６は、エンジン１０の回転数を、例えば８００rpmになるまで徐々に下
げる制御を行う。このエンジンスローダウン制御によって、エンジン１０の回転数を低下
させることにより、エンジン１０が自動停止するときのショックを抑えることができる。
また、オペレータに対してアイドリングストップによるエンジン停止を予め報知すること
ができる。
【００５４】
　続くステップ１５では、ロックレバー１５がロック解除位置にあるか否かを判定する。
この場合、コントローラ２６は、上述のステップ１と同様に、ロックスイッチ１６の検出
信号（ＯＮ／ＯＦＦ信号）に基づいて、ロックレバー１５がロック位置であるかロック解
除位置であるかを判定することができる。
【００５５】
　ステップ１５で「ＹＥＳ」と判定した場合は、油圧ショベル１の操作があると判断し、
アイドリングストップ残時間表示処理を終了する。
【００５６】
　一方、ステップ１５で「ＮＯ」と判定した場合は、引き続き油圧ショベル１の操作がな
いと判断し、ステップ１６に進む。
【００５７】
　ステップ１６では、アイドリングストップ残時間が０であるか否かを判定する。即ち、
コントローラ２６は、ステップ１３で演算されたアイドリングストップ残時間に基づいて
予め設定したアイドリングストップ設定時間またはモニタ入力器２７Ａにより変更された
アイドリングストップ残時間が経過したか否かを判定する。
【００５８】
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　ステップ１６で「ＮＯ」と判定した場合は、アイドリングストップ残時間が０ではない
ので、ステップ１１に戻って、再度ステップ１１以降の処理を繰り返す。
【００５９】
　一方、ステップ１６で「ＹＥＳ」と判定した場合は、アイドリングストップ残時間が０
となり、ステップ１７に進み、コントローラ２６はエンジン１０を自動停止する。即ち、
コントローラ２６は、エンジン１０に対する燃料噴射を中止して、エンジン１０の駆動を
停止する。この場合、コントローラ２６は、エンジン１０の停止とともに、例えば空調装
置の駆動を停止させる構成としてもよい。
【００６０】
　続くステップ１８では、コントローラ２６は、図１０に示すシステムシャットダウン制
御処理を実行する。即ち、エンジン１０の駆動を停止させただけでは、バッテリ２９が過
放電を生じる可能性があるので、電気系統を遮断（電源遮断）するシャットダウン制御を
実行する。
【００６１】
　ここで、予め設定され記憶されたアイドリングストップ設定時間に対し、ロックスイッ
チ１６によるロックレバー１５のロック位置の継続時間を演算する継続時間演算部は、上
述のステップ１２およびステップ１３によって構成されている。
【００６２】
　次に、図１０を用いて、コントローラ２６により実行されるシステムシャットダウン制
御処理について説明する。
【００６３】
　まず、ステップ２１では、表示装置２８のメイン画面にエンジン再始動方法とシャット
ダウン残時間を表示する。即ち、図６に示すように、オートアイドリングストップ制御に
よりエンジン１０が停止されると、表示装置２８の画面下部には、電源遮断までのシャッ
トダウン残時間が、横方向に延びる棒グラフ状のバー表示２８Ｂとして表示される。本実
施の例では、バー表示２８Ｂの最大値はシャットダウン設定時間の１０minとなり、バー
表示２８Ｂの最小値は０（零）となり、バー表示２８Ｂの黒色部分が、シャットダウン残
時間を示している。即ち、エンジン１０が停止した後に車体全体のバッテリ２９をシャッ
トダウンさせるまでのシャットダウン残時間を表示装置２８に表示するシャットダウン残
時間表示機能は、ステップ２１によって構成されている。また、シャットダウン残時間の
上側には、エンジン１０の再始動のＹＥＳ／ＮＯを選択するアイコン２８Ｃが表示される
。
【００６４】
　続くステップ２２では、コントローラ２６は、シャットダウン残時間を演算する。即ち
、コントローラ２６は、シャットダウン残時間が０になるまでカウントダウンする。
【００６５】
　続くステップ２３では、エンジン再始動操作があるか否かを判定する。即ち、コントロ
ーラ２６は、オペレータにより、表示装置２８に表示されているエンジン１０を再始動す
るアイコン２８ＣのＹＥＳが選択されているか否かを判定する。
【００６６】
　ステップ２３で「ＹＥＳ」と判定した場合は、エンジン１０の再始動操作がされている
ので、ステップ２４に進む。ステップ２４では、コントローラ２６は、アシスト発電モー
タ１１を用いてエンジン１０を再始動させる。このようにして、アシスト発電モータ１１
を用いてエンジン１０を迅速かつ静かに再始動させた後、システムシャットダウン制御を
終了する。
【００６７】
　一方、ステップ２３で「ＮＯ」と判定した場合は、エンジン１０の再始動操作がされて
いないので、ステップ２５に進む。ステップ２５では、シャットダウン残時間が０である
か否かを判定する。即ち、コントローラ２６は、予め設定したシャットダウン設定時間が
経過したか否かを判定する。



(11) JP 2017-187002 A 2017.10.12

10

20

30

40

50

【００６８】
　ステップ２５で「ＮＯ」と判定した場合は、シャットダウン残時間が０ではないので、
ステップ２２に戻って、再度ステップ２２以降の処理を繰り返す。
【００６９】
　一方、ステップ２５で「ＹＥＳ」と判定した場合は、シャットダウン残時間が０となり
、ステップ２６に進み、コントローラ２６は電気系統を遮断して、システムシャットダウ
ンを実行する。なお、シャットダウン残時間が０となる前にバッテリ２９の電圧が所定値
以下となった場合にも、システムシャットダウンを実行する構成としてもよい。
【００７０】
　かくして、本実施の形態では、油圧ショベル１のコントローラ２６は、ロックスイッチ
１６によるロックレバー１５のロック位置の継続時間を演算し、予め設定され記憶された
アイドリングストップ設定時間に対するアイドリングストップ残時間を表示装置２８に表
示する構成としている。これにより、オペレータは、表示装置２８を確認することにより
、エンジン１０が停止されるまでの時間を充分に把握することができる。
【００７１】
　また、アイドリングストップ残時間は、表示装置２８にバー表示２８Ａとして表示され
る構成としたので、オペレータは、アイドリングストップ残時間を瞬時に、かつ直感的に
把握することができる。
【００７２】
　また、油圧ショベル１は、アイドリングストップ残時間を任意に増減する残時間入力器
としてのモニタ入力器２７Ａを備える構成としている。即ち、オペレータは、残時間入力
器を操作することによりアイドリングストップ残時間を増加減させることができる。これ
により、オペレータは、オートアイドリングストップ制御による簡単な操作により状況に
合わせ、エンジン停止を遅らせることも、早めることもできる。
【００７３】
　また、油圧ショベル１のコントローラ２６は、オートアイドリングストップ制御により
、エンジン１０が停止した後に車体全体の電気系統をシャットダウンさせるまでのシャッ
トダウン残時間を、表示装置２８にバー表示２８Ｂとして表示する構成としている。これ
により、オペレータは、表示装置２８を確認することにより、シャットダウンされるまで
の時間を充分に把握することができる。
【００７４】
　また、エンジン１０が停止した後の一定時間内に電気系統を自動的にシャットダウンさ
せる構成としたので、バッテリ２９の過放電を抑制することができる。
【００７５】
　なお、本実施の形態では、油圧パイロット式の方向制御弁２１を用いて油圧アクチュエ
ータ１８に供給される圧油を制御する場合を例に挙げて説明した。しかし、本発明はこれ
に限らず、例えば図１１に示す変形例のように、油圧パイロット式の方向制御弁２１に代
えて電磁パイロット式の方向制御弁３１を用いる構成としてもよい。この場合には、方向
制御弁３１の電磁パイロット部３１Ａ，３１Ｂと電気式の操作レバー装置３２との間を電
気的に接続し、操作レバー装置３２とバッテリ２９との間にはスイッチ３３を設ける。こ
れにより、ロックレバー１５がロック位置にあるときには、コントローラ２６からの信号
によってスイッチ３３をＯＦＦ状態とすることにより、操作レバー装置３２の操作に拘わ
らず、油圧アクチュエータ１８を非作動状態に保持することができる。
【００７６】
　また、本実施の形態では、アイドリングストップ残時間を、棒グラフ状のバー表示２８
Ａによって表示装置２８に表示する構成を例に挙げて説明した。しかし、本発明はこれに
限らず、例えば、図１２に示すように、アイドリングストップ残時間を、リング状表示２
８Ｄによって表示する構成としてもよい。また、アイドリングストップ残時間を、数字を
用いてデジタル表示する構成としてもよい。
【００７７】
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　また、本実施の形態では、システムシャットダウン制御処理において、オペレータは、
表示装置２８に表示されているエンジン１０の再始動のアイコン２８Ｃを操作することに
より、アシスト発電モータ１１を用いてエンジン１０を再始動させる構成を例に挙げて説
明した。しかし、本発明はこれに限らず、オペレータは、キースイッチ２７Ｄを操作する
ことにより、アシスト発電モータを用いてエンジンを再始動させてもよい。
【００７８】
　また、本実施の形態では、作業機械として、自走可能なクローラ式の油圧ショベル１を
例に挙げて説明した。しかし、本発明はこれに限るものではなく、自走可能なホイール式
油圧ショベル、移動式クレーン、さらには、走行しない基体上に旋回可能に旋回体が搭載
された設置式のショベル、クレーン等に適用してもよい。また、作業機械として、例えば
ホイールローダ、フォークリフト、ダンプトラック等のように、旋回体を備えない各種の
作業車両等にも広く適用することができるものである。
【００７９】
　さらに、上述した実施の形態では、エンジン１０とアシスト発電モータ１１とからなる
駆動源を有するハイブリッド式の油圧ショベル１を例示している。しかし、本発明はこれ
に限らず、エンジンのみによって駆動源が構成された作業機械にも広く適用することがで
きるものである。
【符号の説明】
【００８０】
　１　油圧ショベル（作業機械）
　２　下部走行体（車体）
　２Ｅ　走行油圧モータ（油圧アクチュエータ）
　３Ａ　旋回油圧モータ（油圧アクチュエータ）
　４　上部旋回体（車体）
　５Ｄ　ブームシリンダ（油圧アクチュエータ）
　５Ｅ　アームシリンダ（油圧アクチュエータ）
　５Ｆ　バケットシリンダ（油圧アクチュエータ）
　１０　エンジン
　１２　油圧ポンプ
　１４，３２　操作レバー装置
　１５　ロックレバー
　１６　ロックスイッチ（ロック状態検出器）
　１８　油圧アクチュエータ
　２６　コントローラ
　２７Ａ　モニタ入力器（残時間入力器）
　２８　表示装置
　２９　バッテリ（電源）
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